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＜チェックシート＞ 

育成の設計 

人材育成における研修の位置づけ 

経営目的・事業方針と連動した研修となっている 

多様な人材育成の手法を理解したうえで研修企画されている 

人材育成体系の全体像1を理解し、人材育成を行っている 

 

集合型とリモート型の違い 

経験価値の５つの次元（感覚、情動、認知、肉体、関係）を理解している 

チャットや投票機能を用いて一体感を演出している（感覚） 

参加者同士で共通体験をシェアしている（情動） 

事前課題など事前学習による知識付与と研修での解説・討議を併用している(認知） 

雑談などの非公式コミュニケーションができる場を設けている（関係） 

実践シートなどを活用し、研修後の実践・変化を追跡している（肉体） 

研修後の効果測定では、満足度・知識・行動・成果それぞれを対象としている 

 

研修の設計 

事前準備編～受講者に予め伝えておくべきこと～ 

投影、配布資料は事前に参加者と共有している 

参加者の受講環境の準備が整っている 

当日の開始時刻は参加者の勤務時間や時差に配慮している 

 

 

1 <人材育成体系構築の９ステップ> 

 1.プロジェクト推進体制の整備 2.人材育成に関するニーズ収集 3.人材育成方針の策定 4.人材育成体系・フレー

ム構築 5.人材育成スケジュール編成 6.人材育成プログラム（個別研修の内容）の作成 7.個別研修の実施 8.人

材育成の効果測定 9.人材育成体系の見直し 
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講師と運営スタッフ 

講師と運営スタッフのコミュニケーションを一元化し、役割分担を明確化している 

 

インタラクションの設計 

教材準備編～効果的なツールの使い方と「３つのアイコン」～ 

チャット、グループワーク、投票の機能を利用し、参加者の参加性を高めている 

 

当日の進行編①～心理的安全の確保とアイスブレーク～ 

発言しやすい環境づくりのためのアイスブレークを行っている 

心理的安全を高めるためのポイントを理解している 

 

当日の進行編②～「進行７箇条」とコミュニケーション～ 

リモート研修進行７箇条2を理解し、受講者に予め説明している 

高コンテキスト文化と低コンテキスト文化の違いについて理解している（リモートでは低コンテキスト） 

伝わりやすい日本語コミュニケーションのポイントを理解し、話す事ができている 

伝わりやすい英語コミュニケーションのポイントを理解し、話す事ができている 

質問やチャット機能を通して参加者に働きかけ、受講しているかどうかを確認している 

アンケートの取り方は後日提出型と当日提出型の二種類があることを理解している 

 

当日の進行編③～議論の可視化～ 

ホワイトボードやスプレッドシートを用いて議論を可視化し共有している 

 

 

2 1.氏名を表示しカメラはオンで参加する（回線によりその後オフという場合も） 2.音声は原則ミュートにして

おく（発言のときのみ解除） 3.発言があるときは「反応」ボタンを使用したり、実際に手をあげたりする 4.発言

時はミュートを解除し、「〇〇です。聞こえますか？」からスタートする 5.非言語的な反応（うなずき、拍手、

OK、NO、反応ボタンなど）で参加を表現する 6.発言が終わったら「以上です」と発言終了がわかるようにする 

7.緊急時は、まずは再起動で対応する（対応方法も予め共有しておく） 
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リモート研修

企画と講義の進め方セミナー

「リモート研修を企画される方」「リモート研修の講師として登壇される方」対象
グローバル人材戦略研究所

【Web開催・無料】

９０分でわかる！

コロナ禍以降、リモート型の研修が急速に拡大しましたが、従来の集合型に基づいた企画・進行では十分な研修効果を出すことが

できないという課題・問題意識がでてきています。

集合型として同じ場所にいないということは経験価値を得る上で大きな障害となりかねません。一方、場所の制約を受けないとい

う特性をいかし、国内だけでなく海外の駐在員、ナショナルスタッフを対象とした研修を行うことができるという新たな機会も出て

きています。

このような現状の課題と今後の機会・可能性を踏まえ、本セミナーでは効果的にリモート研修を企画・実施する考え方と方法論に

ついてご紹介をしていきます。

【 講 師 】グローバル人材戦略研究所 代表 小平達也

【 対象者 】リモート研修を企画される方・リモート研修の講師として登壇される方

※人事部門にご所属の方が対象となります。

※同業の方のご参加は遠慮いただいておりますので予めご了承ください。

【所要時間】９０分

【参加費用】無料

【研修会場】Zoom システムを使い、双方向型・ライブ配信のオンラインにて行います

（オンラインのみでの開催となります）。

※Zoom等、システムの使用方法の説明会ではありませんので予めご了承ください。

・人材育成における研修の位置づけ

・集合型とリモート型の違い

～リモート型で経験価値を高めるための「3 つのステップ」～

プログラム ～効果を高める３つの設計～

海外のスタッフに対応したコミュニケーションの

ポイントも紹介します
1. 育成の設計

2. 研修の設計
・事前準備編～受講者に予め伝えておくべきこと～

3. インタラクションの設計

・教材準備編～効果的なツールの使い方と「３つのアイコン」～

・当日の進行編①～心理的安全の確保とアイスブレーク～

・当日の進行編②～「進行７箇条」とコミュニケーション～

・当日の進行編③～議論の可視化～

「リモート」で「研修を企画」・「講師として進行」するには？

開催概要



セミナー内容で最も参考になったこと、最も印象に残ったこと

・集合研修とリモート研修のメリット、デメリット。

・インタラクションの重要性の周知（特に社内講師）。

・選択させることで自分事にさせる。

・一体感を演出する方法と間の取り方。

・ブレークアウトセッションの重要性。

・受講者が安心して参加できるよう、ブレイクアウトセッション等、

使用できる技術の習熟のため練習が必要と思いました。

・心理的安全性を高める上で、失敗は学習する機会であることを強調す

ることが大切。と

・効率性は高まっているので、これからはどれだけ効果性を高めるかが

重要。

・効率はリモートでよくなる、ということの先の本来あるべき、効率を

高める工夫、インタラクティブの実践、そのための企画が大切であ

ること。

・参加意識を高める方法。「構え」「狙え」「撃て」の 3 つの型。

【理由】

・リモート研修を企画及び進める立場で、できることや大事なポイントなどを理解

することができました。

・漠然としていたリモート研修の利点と問題点が分りやすく整理され、今後の研修

企画に非常に役立つ内容でした。

・研修を企画する際の考え方のポイントを整理することができた。

・研修の構成方法、考え方がとても参考になりました。

・大人数向けのセミナーが多く、一方通行の発信が多かったが、そういった場合で

も参加性を高めるあらゆる方法を知れた。

・本セミナー自体が、オンライン研修の実践の場であり、小平先生のルームの使い

方、進め方が非常に参考になった。

・具体的なシナリオの作り方を説明を聞けた。

・今の企画の中で、足りていないことなども見えました。

・実際に受講者側の立場で体験できた。

・講師の、受講者、事務局の意図が理解できた。

所在地 東京都港区西麻布1-14-5 永都ビル西麻布

主な事業 日本企業のグローバル展開に関わる組織・人材マネジメント上の支援

URL http://ja-sol.jp

サービスサポート担当

TEL ： 03-3403-0528
Email ： sales@ja-sol.jp

グローバル人材戦略研究所

会社概要

お問合せ先

「リモート研修 企画と講義の進め方セミナー」 開催レポート

日本全国、海外からも参加

本セミナーは、Zoom システムを使いオンラインで開催され、参加者の中には日本全国のみならず、海外駐在中の方のご参加もあり

ました。

参加者全員が「有益だった」と回答

アンケートでは、の方から「有益だった」という声を頂きました。

Q.セミナー全体についての感想をお聞かせください

Q.今後最も課題だと思われることは何ですか（複数回答可）

有益だった

6.2%

非常に有益だった

93.8%

総評：100%の方が「有益」と回答
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